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 ⼩笠原諸島海底⽕⼭噴⽕により発⽣した⼤量の軽⽯が、海洋等の状況によっては、今後、
福島第⼀原⼦⼒発電所にも漂着する可能性が考えられる。

 発電所に軽⽯が漂着した場合、海⽔系ポンプや港湾内外海⽔モニタリング等に影響を与え
る可能性があることを踏まえ、11⽉18⽇以降、軽⽯漂着防⽌対策を実施することでリスク
低減を図る。

 引き続き、安全最優先で廃炉作業に取り組んでいく。

【軽⽯漂着防⽌対策】
１．軽⽯の侵⼊防⽌（フェンス+メッシュ）

①港湾⽤重油オイルフェンス展張位置を必要に応じて変更
②5･6号開渠部既設シルトフェンスの活⽤と必要に応じた補強
③5･6号スクリーンメッシュ（⽬開き９mm）の既設設備の活⽤
④新たに東波除堤・北防波堤付近に係留⾦物設置と必要に応じてオイルフェンスの展張

２．回収除去 （陸揚げ）
・オイルフェンスを⽤いて浮いている軽⽯を集積

３．海⽔系ポンプ停⽌
・補機冷却系ポンプ吐出ストレーナ差圧や吐出圧⼒等の運転状態、軽⽯の漂着状況等を監視し、
必要に応じてポンプ保護のため停⽌する

４．軽⽯漂着時の港湾内外海⽔モニタリング
・海⽔放射線モニタは、ストレーナの清掃回数を増やし、ポンプインペラー損傷に備え予備品を準備する



（既設）5･6号機取⽔路開渠シルトフェンス展張状況

軽⽯が通過する可能性
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対策１②5･6号開渠部既設シルトフェンスの活⽤と
必要に応じた補強

対策１③5･6号スクリーンメッシュ
（⽬開き９mm）の既設設備の活⽤

対策１④新たに東波除堤・北防波堤付近に係留⾦物設置と
必要に応じてオイルフェンスの展張

対策１①港湾⽤重油オイルフェンス展張位置を必要に
応じて変更（⻩⾊点線から⻩⾊実線へ変更）

対策２ 回収除去

【参考】軽⽯漂流対策位置図

（既設）重油オイルフェンス展張状況 （既設）スクリーンメッシュ状況（例︓5号機）
※ネット下に⾦属メッシュあり



１．船舶故障対策
・港湾外の船によるサンプリング実施可否は、海上保安庁や漁連による船舶の航⾏の判断に従う。
・港湾内の船によるサンプリング実施可否は、港湾内の状況により当社で判断する。
・船舶によるモニタリングが出来ない場合は、1回／⽇の頻度で陸側から海⽔を⼿サンプリングする。

（採取地点は港湾⼝，港湾中央の2箇所）

２．海⽔放射線モニタ取⽔ポンプ対策
・海⽔放射線モニタは、取⽔部が深いため軽⽯の影響は殆んど無いと考えているが、⼤量の軽⽯漂着があっ
た際はストレーナ（※）の清掃を増やす等の対策を講じる。またポンプインペラー（※）の損傷に備え予備
のポンプを準備。

実施計画Ⅲ第3編 ３ 放射線管理に係る補⾜説明 より

船舶によるモニタリングが出来ない場合
の手サンプリング箇所

【参考】港湾内外海⽔モニタリング対策

（※）ストレーナとは、異物を吸い込まないよう網状などの形状のもの。ポンプインペラーとは、液体や気体を動かすための⽻根⾞。


